






















学位授与の日付 昭和 59 年 2 月 1 日














































(4) 実用上最も重要な機械的性質である 1000 0Cまでの高温域クリープラプチャー試験で，プラズ、マア
ーク溶接部は母材と同等の強度を示す乙とを実証している。
(5) 実用プラントでの反応管として長時間使用する乙とによる経年変化を調査し，機械的性質と浸炭性
に対しては殆んど母材と同程度である乙とを確認し，プラズマアーク溶接による遠心力鋳鋼管の卓越
した実用性を実証している。
(6) 生産現場においては，適切なプラズ、マアーク溶接施工条件を確立し，良好な製品を多数生産してい
る。
以上のように，本論文はプラズマアーク溶接の応用に関して重要な多くの新知見を与えるもので，溶
接工学に寄与する所が大きい。よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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